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熱中症にご用心





毎日少しずつ暑くなって、梅雨が明けると、暑い夏がやってきます。


この時期は熱中症による救急事故が多数発生する時期です。


熱中症を予防しましょう！











　高温の外気に長時間さらされて、人体が本来備えている効率的な発汗による放熱機能が追いつかず、体温調節機構が破綻し体温が40℃を超える異常高熱となる状態をいいます。非常に致命的な病態といえます。炎天下でおこった場合は、日射病と呼ぶこともあります。（熱けいれん、熱疲労、熱射病という３つの形態があります）





★　熱中症にならないようにしよう！　★


炎天下や非常に暑い場所での長時間の作業やスポーツは避けましょう。睡眠不足・食事をしていない時など特に注意！


水分・塩分（ミネラルを含むスポーツドリンクなど）を十分に補給しましょう。運動前には特に注意し十分な水分補給を！


体調が悪いときは無理をしないようにしましょう。


こまめに休憩をとりましょう。


外出時は帽子をかぶる・日傘をさすなど、直接日光に当たらないようにしましょう。





要注意


意識障害を伴うような熱中症においては、迅速な医療処置が生死を左右します。発症から20分以内に体温を下げることができれば、確実に救命できるともいわれています。


医療機関へと搬送する場合　●救急車による搬送　●自家用車・タクシーなどの搬送


保健管理センター　℡　047-355-5128　（内線4245）














熱中症になってしまったら！？★





暑さの中で少しでも体調不良を感じたら無理しないようにしましょう。　　少しでも熱中症かな？と思ったら





衣服をゆるめて楽にしましょう。


風通しのよい日陰や、冷房の効いたところに移動しましょう。


冷たい水で冷やしたタオル（冷たいペットボトルなど）を脇の下


や足の付け根に置き、体を冷やしましょう。


早めに医療機関で受診しましょう。


自分で飲めるようなら、水分補給をさせましょう。ただし、意識障害などがあり、自分で飲めそうもない場合は無理に水分補給する必要はありません。





熱中症の症状


痛みを伴う筋肉のけいれん（こむら返りなど）・全身けいれん


のどの渇き・一過性のめまいや意識消失・尿量の減少・


意識障害・体温上昇・吐き気、嘔気・発汗多量・全身の倦怠感


皮膚の乾燥・脱力感
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